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第
だい

一
いち

次
じ

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

�級
きゅう

管
かん

工
こう

事
じ

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

Ａ
次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

【注
ちゅう

意
い

】

1唖これは第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

Ａで、表
ひょう

紙
し

とも 10 枚
まい

あります。

HBの鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで、解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）に試
し

験
けん

地
ち

、氏
し

名
めい

、受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

してください。

受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

は該
がい

当
とう

する数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

・ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）

解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は、消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

記
き

入
にゅう

例
れい

問題番号 解答記入欄

No. � 2 3 4

No. � 1 2 3




No. 38 1 3 4

2唖問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1〜 No.14 は全
ぜん

問
もん

解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.15〜 No.37 のうち 12 問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（13 問
もん

以
い

上
じょう

を解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

）

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.38〜 No.44 は全
ぜん

問
もん

解
かい

答
とう

してください。

3唖試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは、問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

4唖この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

の余
よ

白
はく

は、計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しても差
さ

し支
つか

えありません。

5唖解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は、試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に直
ちょく

接
せつ

提
てい

出
しゅつ

してから退
たい

室
しつ

してください。いかなる場
ば

合
あい

でも持
も

ち帰
かえ

りで

きません。

6唖試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は、試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（12 時
じ

30 分
ぷん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

で、希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

めま

す。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

者
しゃ

は、持
も

ち帰
かえ

りできません。

この試験問題用紙は再生紙を使用しています。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.1 から No.44 までの問
もん

題
だい

の正
せい

解
かい

は、�問
もん

について一
ひと

つです｡

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を一
ひと

つぬりつぶしてください。

6問
もん

について、二
ふた

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶしたものは、正
せい

解
かい

となりません。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.1 から No.14 までの 14 問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください｡

【No. 1】 下
か

図
ず

に示
しめ

すグラフにおいて、暑
あつ

さ指
し

数
すう

（WBGT）と熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

患
かん

者
じゃ

発
はっ

生
せい

率
りつ

の関
かん

係
けい

を表
あらわ

した

ものとして、適
てき

当
とう

なものはどれか。

91 ◯6

92 ◯:

93 ◯;

94 ◯<

【No. 2】 水
すい

平
へい

な円
えん

管
かん

の直
ちょっ

管
かん

部
ぶ

を水
みず

が乱
らん

流
りゅう

（レイノルズ数
すう

15,000）で流
なが

れている。次
つぎ

のうち、流
なが

れ

が層
そう

流
りゅう

になる条
じょう

件
けん

として、適
てき

当
とう

なものはどれか。

ただし、レイノルズ数
すう

が 2,000 未
み

満
まん

で層
そう

流
りゅう

となるものとする。

91 管
かん

内
ない

径
けい

が
1
3
倍
ばい

で、平
へい

均
きん

流
りゅう

速
そく

は同
おな

じ場
ば

合
あい

。

92 管
かん

内
ない

径
けい

が;倍
ばい

で、平
へい

均
きん

流
りゅう

速
そく

は同
おな

じ場
ば

合
あい

。

93 平
へい

均
きん

流
りゅう

速
そく

が
1
9
倍
ばい

で、管
かん

内
ない

径
けい

は同
おな

じ場
ば

合
あい

。

94 平
へい

均
きん

流
りゅう

速
そく

が?倍
ばい

で、管
かん

内
ない

径
けい

は同
おな

じ場
ば

合
あい

。

― 1 ―
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【No. 3】 下
か

図
ず

に示
しめ

す水
すい

平
へい

な円
えん

管
かん

内
ない

を空
くう

気
き

が流
なが

れている場
ば

合
あい

、点
てん

Ａの静
せい

圧
あつ

として、適
てき

当
とう

なものはどれ

か。

ただし、点
てん

Ａの風
ふう

速
そく

は@m/s、点
てん

Ｂの風
ふう

速
そく

は 10 m/s、点
てん

Ｂの静
せい

圧
あつ

は@Pa、点
てん

Ａと点
てん

Ｂの

間
あいだ

の圧
あつ

力
りょく

損
そん

失
しつ

は@Pa、空
くう

気
き

の密
みつ

度
ど

は 1.2 kg/m3 とする。

91 16 Pa

92 32 Pa

93 45 Pa

94 55 Pa

【No. 4】 流
りゅう

体
たい

に関
かん

する文
ぶん

中
ちゅう

、 内
ない

に当
あ

てはまる用
よう

語
ご

の組
くみ

合
あわ

せとして、適
てき

当
とう

なものはどれ

か。

水
すい

平
へい

な円
えん

管
かん

の直
ちょっ

管
かん

部
ぶ

に水
みず

が流
なが

れている場
ば

合
あい

、 Ａ のために流
りゅう

体
たい

摩
ま

擦
さつ

が働
はたら

いて、圧
あつ

力
りょく

損
そん

失
しつ

を生
しょう

じる。

ダルシー・ワイスバッハの式
しき

は、この圧
あつ

力
りょく

損
そん

失
しつ

が、 Ｂ に比
ひ

例
れい

することを表
あらわ

して

いる。

［ Ａ ］ ［ Ｂ ］

91 慣
かん

性
せい

管
かん

内
ない

径
けい

92 慣
かん

性
せい

管
かん

長
ちょう

93 粘
ねん

性
せい

管
かん

内
ない

径
けい

94 粘
ねん

性
せい

管
かん

長
ちょう

― 2 ―
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【No. 5】 圧
あつ

力
りょく

6姶 105 Pa、絶
ぜっ

対
たい

温
おん

度
ど

300 K、体
たい

積
せき

60 L の理
り

想
そう

気
き

体
たい

を、圧
あつ

力
りょく

3姶 105 Pa、絶
ぜっ

対
たい

温
おん

度
ど

360 K にしたときの体
たい

積
せき

の値
あたい

として、適
てき

当
とう

なものはどれか。

91 100 L

92 120 L

93 144 L

94 240 L

【No. 6】 伝
でん

熱
ねつ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 均
きん

質
しつ

な固
こ

体
たい

壁
へき

内
ない

部
ぶ

において熱
ねつ

伝
でん

導
どう

により移
い

動
どう

する熱
ねつ

量
りょう

は、その固
こ

体
たい

壁
へき

内
ない

部
ぶ

の温
おん

度
ど

勾
こう

配
ばい

に比
ひ

例
れい

する。

92 黒
こく

体
たい

の熱
ねつ

放
ほう

射
しゃ

のエネルギーは、その表
ひょう

面
めん

の絶
ぜっ

対
たい

温
おん

度
ど

の<乗
じょう

に比
ひ

例
れい

する。

93 対
たい

流
りゅう

熱
ねつ

伝
でん

達
たつ

において、熱
ねつ

伝
でん

達
たつ

率
りつ

は、接
せっ

する流
りゅう

体
たい

の流
りゅう

速
そく

、伝
でん

熱
ねつ

面
めん

の形
けい

状
じょう

・寸
すん

法
ぽう

等
とう

によって変
か

わる。

94 固
こ

体
たい

壁
へき

両
りょう

側
がわ

の流
りゅう

体
たい

間
かん

の熱
ねつ

通
つう

過
か

による熱
ねつ

移
い

動
どう

量
りょう

は、固
こ

体
たい

壁
へき

の厚
あつ

さの:乗
じょう

に反
はん

比
ぴ

例
れい

する。

【No. 7】 下
か

図
ず

に示
しめ

す湿
しめ

り空
くう

気
き

線
せん

図
ず

において、湿
しめ

り空
くう

気
き

Aに水
みず

スプレーで加
か

湿
しつ

した場
ば

合
あい

の状
じょう

態
たい

変
へん

化
か

として、適
てき

当
とう

なものはどれか。

91 ◯6

92 ◯:

93 ◯;

94 ◯<

― 3 ―
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【No. 8】 温
おん

熱
ねつ

環
かん

境
きょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 人
じん

体
たい

の熱
ねつ

的
てき

快
かい

適
てき

感
かん

に影
えい

響
きょう

する主
しゅ

要
よう

素
そ

は、代
たい

謝
しゃ

量
りょう

、着
ちゃく

衣
い

量
りょう

、空
くう

気
き

温
おん

度
ど

、放
ほう

射
しゃ

温
おん

度
ど

、気
き

流
りゅう

、湿
しつ

度
ど

である。

92 予
よ

想
そう

平
へい

均
きん

申
しん

告
こく

（PMV）は、人
ひと

が感
かん

じる温
おん

冷
れい

感
かん

を挨;から愛;までの数
すう

値
ち

で表
あらわ

すものである。

93 clo（クロ）は、衣
い

服
ふく

の断
だん

熱
ねつ

性
せい

を表
あらわ

すものであり、6clo は約
やく

0.155 (m2・℃)/Wである。

94 met（メット）とは、人
じん

体
たい

の代
たい

謝
しゃ

量
りょう

を表
あらわ

すものであり、椅
い

座
ざ

安
あん

静
せい

状
じょう

態
たい

の代
たい

謝
しゃ

量
りょう

6met は約
やく

100 W/m2 である。

【No. 9】 室
しつ

内
ない

の空
くう

気
き

環
かん

境
きょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 直
ちょっ

径
けい

が 10 μm以
い

下
か

の浮
ふ

遊
ゆう

粉
ふん

じんは、人
じん

体
たい

に影
えい

響
きょう

は与
あた

えない。

92 炭
たん

素
そ

を含
がん

有
ゆう

する物
ぶっ

質
しつ

の不
ふ

完
かん

全
ぜん

燃
ねん

焼
しょう

は、一
いっ

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

が発
はっ

生
せい

する原
げん

因
いん

となる。

93 ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン等
とう

の揮
き

発
はつ

性
せい

有
ゆう

機
き

化
か

合
ごう

物
ぶつ

（VOCs）は、シックハウス症
しょう

候
こう

群
ぐん

の主
しゅ

要
よう

因
いん

である。

94 空
くう

気
き

中
ちゅう

の二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

濃
のう

度
ど

が 1,000 ppm（100 万
まん

分
ぶん

の 1,000）では、人
じん

体
たい

に致
ち

命
めい

的
てき

な影
えい

響
きょう

は与
あた

えない。

【No. 10】 音
おと

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 空
くう

気
き

中
ちゅう

を伝
つた

わる音
おと

の速
はや

さは、一
いっ

定
てい

の圧
あつ

力
りょく

のもとでは、空
くう

気
き

の温
おん

度
ど

が高
たか

いほど遅
おそ

くなる。

92 マスキング効
こう

果
か

は、マスクする音
おと

の周
しゅう

波
は

数
すう

がマスクされる音
おと

の周
しゅう

波
は

数
すう

に近
ちか

いほど大
おお

きくなる。

93 音
おと

の大
おお

きさは、その音
おと

と同
おな

じ大
おお

きさに聞
き

こえる 1,000 Hz の純
じゅん

音
おん

の音
おん

圧
あつ

レベルの数
すう

値
ち

で表
あらわ

す。

94 音
おと

の回
かい

折
せつ

現
げん

象
しょう

とは、音
おと

の伝
でん

搬
ぱん

空
くう

間
かん

に障
しょう

害
がい

物
ぶつ

がある場
ば

合
あい

に、障
しょう

害
がい

物
ぶつ

の背
はい

後
ご

に音
おと

が回
まわ

り込
こ

んで伝
でん

搬
ぱん

する現
げん

象
しょう

をいう。

【No. 11】 電
でん

気
き

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 UPS（無
む

停
てい

電
でん

電
でん

源
げん

装
そう

置
ち

）は、停
てい

電
でん

が生
しょう

じても連
れん

続
ぞく

して電
でん

力
りょく

を供
きょう

給
きゅう

する装
そう

置
ち

である。

92 Ｄ種
しゅ

接
せっ

地
ち

工
こう

事
じ

の接
せっ

地
ち

抵
てい

抗
こう

値
ち

は、1,000 Ωとする。

93 Ｄ種
しゅ

接
せっ

地
ち

工
こう

事
じ

は、300 V 以
い

下
か

の低
てい

圧
あつ

用
よう

電
でん

気
き

機
き

械
かい

器
き

具
ぐ

の外
そと

箱
ばこ

等
とう

に施
ほどこ

す接
せっ

地
ち

工
こう

事
じ

である。

94 SPD（サージ防
ぼう

護
ご

デバイス）は、雷
かみなり

から機
き

器
き

を保
ほ

護
ご

する装
そう

置
ち

である。
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【No. 12】 三
さん

相
そう

誘
ゆう

導
どう

電
でん

動
どう

機
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 短
たん

絡
らく

保
ほ

護
ご

は、保
ほ

護
ご

継
けい

電
でん

器
き

と電
でん

磁
じ

接
せっ

触
しょく

器
き

の組
くみ

合
あわ

せにより行
おこな

う。

92 インバータによる運
うん

転
てん

は、電
でん

圧
あつ

波
は

形
けい

にひずみを含
ふく

むため、インバータを用
もち

いない運
うん

転
てん

よりも電
でん

動
どう

機
き

の温
おん

度
ど

が高
たか

くなる。

93 スターデルタ始
し

動
どう

方
ほう

式
しき

は、全
ぜん

電
でん

圧
あつ

直
じか

入
い

れ始
し

動
どう

方
ほう

式
しき

と比
ひ

較
かく

して、始
し

動
どう

電
でん

流
りゅう

が
1
3
になる。

94 出
しゅつ

力
りょく

が 0.2 kW以
い

下
か

の場
ば

合
あい

は、過
か

負
ふ

荷
か

保
ほ

護
ご

装
そう

置
ち

を設
もう

けなくてもよい。

【No. 13】 鉄
てっ

筋
きん

コンクリート造
ぞう

の建
けん

築
ちく

物
ぶつ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 コンクリートの単
たん

位
い

セメント量
りょう

は、乾
かん

燥
そう

収
しゅう

縮
しゅく

によるひび割
わ

れを防
ぼう

止
し

するためには少
すく

ない方
ほう

が

よいが、少
すく

なすぎるとワーカビリティーが悪
わる

くなる。

92 コンクリートの打
うち

込
こ

みにおいて、コンクリートの打
うち

継
つ

ぎは、応
おう

力
りょく

の小
ちい

さいところで行
おこな

う。

93 鉄
てっ

筋
きん

のかぶり厚
あつ

さの確
かく

保
ほ

には、火
か

災
さい

時
じ

に鉄
てっ

筋
きん

の強
きょう

度
ど

低
てい

下
か

を抑
おさ

える効
こう

果
か

がある。

94 柱
はしら

や梁
はり

などの部
ぶ

材
ざい

に生
しょう

じる応
おう

力
りょく

は、曲
ま

げモーメント、せん断
だん

力
りょく

の:種
しゅ

類
るい

である。

【No. 14】 下
か

図
ず

のように単
たん

純
じゅん

梁
はり

に集
しゅう

中
ちゅう

荷
か

重
じゅう

P1 及
およ

び P2 が作
さ

用
よう

したとき、支
し

点
てん

Ａの鉛
えん

直
ちょく

方
ほう

向
こう

の反
はん

力
りょく

の値
あたい

として、適
てき

当
とう

なものはどれか。

91 <kN

92 MkN

93 NkN

94 12 kN
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.15 から No.37 までの 23 問
もん

題
だい

のうちから 12 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください｡

【No. 15】 空
くう

調
ちょう

システムの省
しょう

エネルギーに効
こう

果
か

がある建
けん

築
ちく

的
てき

手
しゅ

法
ほう

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものは

どれか。

91 建
たて

物
もの

の平
へい

面
めん

形
けい

状
じょう

が長
ちょう

方
ほう

形
けい

の場
ば

合
あい

、短
たん

辺
ぺん

に比
くら

べ長
ちょう

辺
へん

の長
なが

さをできるだけ大
おお

きくする。

92 窓
まど

ガラスは、日
にっ

射
しゃ

熱
ねつ

取
しゅ

得
とく

に係
かか

る遮
しゃ

へい係
けい

数
すう

の小
ちい

さいものを使
し

用
よう

する。

93 外
がい

壁
へき

面
めん

積
せき

に対
たい

する窓
まど

面
めん

積
せき

の比
ひ

率
りつ

を小
ちい

さくする。

94 外
がい

壁
へき

に赤
せき

外
がい

線
せん

の反
はん

射
しゃ

率
りつ

が高
たか

い塗
と

料
りょう

を使
し

用
よう

する。

【No. 16】 空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

設
せつ

備
び

方
ほう

式
しき

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 変
へん

風
ふう

量
りょう

単
たん

一
いつ

ダクト方
ほう

式
しき

は、定
てい

風
ふう

量
りょう

単
たん

一
いつ

ダクト方
ほう

式
しき

に比
くら

べ、空
くう

気
き

の搬
はん

送
そう

動
どう

力
りょく

を低
てい

減
げん

できる。

92 天
てん

井
じょう

放
ほう

射
しゃ

冷
れい

房
ぼう

方
ほう

式
しき

は、効
こう

率
りつ

的
てき

に潜
せん

熱
ねつ

負
ふ

荷
か

を処
しょ

理
り

できる。

93 変
へん

風
ふう

量
りょう

単
たん

一
いつ

ダクト方
ほう

式
しき

は、必
ひつ

要
よう

外
がい

気
き

量
りょう

の確
かく

保
ほ

のため、負
ふ

荷
か

変
へん

動
どう

の大
おお

きな室
しつ

等
とう

では、最
さい

小
しょう

風
ふう

量
りょう

の設
せっ

定
てい

を行
おこな

う。

94 ファンコイルユニット・ダクト併
へい

用
よう

方
ほう

式
しき

は、全
ぜん

空
くう

気
き

方
ほう

式
しき

に比
くら

べ、ダクトスペースが小
ちい

さくな

る。
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【No. 17】 下
か

図
ず

に示
しめ

す暖
だん

房
ぼう

時
じ

の湿
しめ

り空
くう

気
き

線
せん

図
ず

において、空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

のコイルの加
か

熱
ねつ

負
ふ

荷
か

量
りょう

として、

適
てき

当
とう

なものはどれか。

ただし、送
そう

風
ふう

量
りょう

は 6,000 m3/h、空
くう

気
き

の密
みつ

度
ど

は 1.2 kg/m3 とする。

91 18,800 W

92 25,200 W

93 36,800 W

94 65,200 W

【No. 18】 空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

設
せつ

備
び

における自
じ

動
どう

制
せい

御
ぎょ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 冷
れい

凍
とう

機
き

の台
だい

数
すう

制
せい

御
ぎょ

は、各
かく

冷
れい

凍
とう

機
き

の運
うん

転
てん

時
じ

間
かん

や運
うん

転
てん

回
かい

数
すう

が均
きん

等
とう

となるようにローテーションを行
おこな

う。

92 加
か

湿
しつ

器
き

は、空
くう

調
ちょう

機
き

ファンとのインターロックを設
せっ

定
てい

する。

93 冷
れい

却
きゃく

塔
とう

ファンは、外
がい

気
き

温
おん

度
ど

により二
に

位
い

置
ち

制
せい

御
ぎょ

とする。

94 ユニット形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

のCO2 濃
のう

度
ど

制
せい

御
ぎょ

は、還
かん

気
き

ダクト内
ない

のCO2 濃
のう

度
ど

を検
けん

出
しゅつ

し、外
がい

気
き

導
どう

入
にゅう

用
よう

、排
はい

気
き

用
よう

及
およ

び還
かん

気
き

用
よう

の電
でん

動
どう

ダンパーの比
ひ

例
れい

制
せい

御
ぎょ

を行
おこな

う。

【No. 19】 負
ふ

荷
か

熱
ねつ

量
りょう

による熱
ねつ

源
げん

の台
だい

数
すう

制
せい

御
ぎょ

を行
おこな

うために必
ひつ

要
よう

な検
けん

出
しゅつ

要
よう

素
そ

のうち、適
てき

当
とう

でないものは

どれか。

91 冷
れい

温
おん

水
すい

往
い

きヘッダー内
ない

水
すい

温
おん

92 冷
れい

温
おん

水
すい

還
かえ

りヘッダー内
ない

水
すい

温
おん

93 冷
れい

温
おん

水
すい

往
い

きヘッダー内
ない

圧
あつ

力
りょく

94 冷
れい

温
おん

水
すい

負
ふ

荷
か

流
りゅう

量
りょう
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【No. 20】 コージェネレーションシステムに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 受
じゅ

電
でん

並
へい

列
れつ

運
うん

転
てん

（系
けい

統
とう

連
れん

系
けい

）は、コージェネレーションシステムによる電
でん

力
りょく

と商
しょう

用
よう

電
でん

力
りょく

を接
せつ

続
ぞく

し、一
いっ

体
たい

的
てき

に電
でん

力
りょく

を供
きょう

給
きゅう

する方
ほう

式
しき

である。

92 マイクロガスタービン発
はつ

電
でん

機
き

を用
もち

いるシステムでは、ボイラー・タービン主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の選
せん

任
にん

は不
ふ

要
よう

である。

93 燃
ねん

料
りょう

電
でん

池
ち

を用
もち

いるシステムは、同
どう

容
よう

量
りょう

の原
げん

動
どう

機
き

式
しき

と比
くら

べて騒
そう

音
おん

・振
しん

動
どう

は小
ちい

さいが、発
はつ

電
でん

効
こう

率
りつ

は低
ひく

い。

94 ガスコージェネレーションシステムは、所
しょ

定
てい

の条
じょう

件
けん

を満
み

たすことで常
じょう

用
よう

防
ぼう

災
さい

兼
けん

用
よう

発
はつ

電
でん

装
そう

置
ち

と

することが可
か

能
のう

である。

【No. 21】 空
くう

気
き

熱
ねつ

源
げん

ヒートポンプに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 ガスエンジンヒートポンプは、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、エンジンの排
はい

気
き

ガスや冷
れい

却
きゃく

水
すい

からの排
はい

熱
ねつ

を回
かい

収
しゅう

す

るための熱
ねつ

交
こう

換
かん

器
き

を備
そな

えている。

92 電
でん

気
き

式
しき

の場
ば

合
あい

、暖
だん

房
ぼう

時
じ

の除
じょ

霜
そう

運
うん

転
てん

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、冷
れい

房
ぼう

サイクルに切
き

り替
か

えて行
おこな

う。

93 空
くう

冷
れい

ユニットを複
ふく

数
すう

台
だい

連
れん

結
けつ

するモジュール型
がた

は、法
ほう

定
てい

冷
れい

凍
とう

トンの算
さん

定
てい

をする場
ば

合
あい

、連
れん

結
けつ

する全
ぜん

モジュールを合
がっ

算
さん

しなければならない。

94 冷
れい

房
ぼう

サイクルと暖
だん

房
ぼう

サイクルの切
き

り替
か

えは、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、配
はい

管
かん

回
かい

路
ろ

に設
せっ

置
ち

された四
よん

方
ほう

弁
べん

により行
おこな

う。

【No. 22】 換
かん

気
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 電
でん

気
き

室
しつ

の熱
ねつ

を除
じょ

去
きょ

するための換
かん

気
き

量
りょう

が確
かく

保
ほ

できない場
ば

合
あい

には、冷
れい

房
ぼう

設
せつ

備
び

を併
へい

設
せつ

する。

92 住
じゅう

宅
たく

等
とう

の居
きょ

室
しつ

のシックハウス対
たい

策
さく

としての必
ひつ

要
よう

有
ゆう

効
こう

換
かん

気
き

量
りょう

を算
さん

定
てい

する場
ば

合
あい

、原
げん

則
そく

として、換
かん

気
き

回
かい

数
すう

を 0.5 回
かい

/h 以
い

上
じょう

とする。

93 密
みっ

閉
ぺい

式
しき

燃
ねん

焼
しょう

器
き

具
ぐ

のみを設
もう

けた室
しつ

には、火
か

気
き

を使
し

用
よう

する室
しつ

としての換
かん

気
き

設
せつ

備
び

を設
もう

ける必
ひつ

要
よう

があ

る。

94 自
し

然
ぜん

換
かん

気
き

設
せつ

備
び

の給
きゅう

気
き

口
こう

と排
はい

気
き

口
こう

は、常
じょう

時
じ

開
かい

放
ほう

された構
こう

造
ぞう

とし、給
きゅう

気
き

口
こう

より高
たか

い位
い

置
ち

に排
はい

気
き

筒
とう

付
つ

きの排
はい

気
き

口
こう

を設
もう

ける必
ひつ

要
よう

がある。
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【No. 23】 電
でん

気
き

室
しつ

において発
はっ

生
せい

した熱
ねつ

を換
かん

気
き

により除
じょ

去
きょ

するときに必
ひつ

要
よう

な換
かん

気
き

量
りょう

として、

適
てき

当
とう

なものはどれか。

ただし、発
はっ

生
せい

熱
ねつ

量
りょう

は 10 kW、許
きょ

容
よう

室
しつ

温
おん

は 40 ℃、外
がい

気
き

温
おん

度
ど

は 35 ℃、空
くう

気
き

の比
ひ

熱
ねつ

は

1.0 kJ/(kg・K)、空
くう

気
き

の密
みつ

度
ど

は 1.2 kg/m3 とする。

91 7,200 m3/h

92 6,000 m3/h

93 3,000 m3/h

94 2,000 m3/h

【No. 24】 機
き

械
かい

排
はい

煙
えん

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

ただし、本
ほん

設
せつ

備
び

はR建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

Sの避
ひ

難
なん

安
あん

全
ぜん

検
けん

証
しょう

法
ほう

（区
く

画
かく

、階
かい

、全
ぜん

館
かん

）及
およ

び特
とく

殊
しゅ

な構
こう

造
ぞう

によらないものとする。

91 常
じょう

時
じ

開
かい

放
ほう

型
がた

の排
はい

煙
えん

口
こう

は、:以
い

上
じょう

の防
ぼう

煙
えん

区
く

画
かく

を6台
だい

の排
はい

煙
えん

機
き

で受
う

け持
も

つ場
ば

合
あい

に適
てき

したものであ

る。

92 :以
い

上
じょう

の防
ぼう

煙
えん

区
く

画
かく

を受
う

け持
も

つ排
はい

煙
えん

機
き

の風
ふう

量
りょう

は、120 m3/min 以
い

上
じょう

で、かつ、最
さい

大
だい

防
ぼう

煙
えん

区
く

画
かく

の

床
ゆか

面
めん

積
せき

6m2 につき:m3/min 以
い

上
じょう

とする。

93 特
とく

別
べつ

避
ひ

難
なん

階
かい

段
だん

の付
ふ

室
しつ

を兼
けん

用
よう

する非
ひ

常
じょう

用
よう

エレベーターの乗
じょう

降
こう

ロビーの排
はい

煙
えん

機
き

の風
ふう

量
りょう

は、

Tm3/s 以
い

上
じょう

とする。

94 排
はい

煙
えん

設
せつ

備
び

における天
てん

井
じょう

チャンバー方
ほう

式
しき

は、同
どう

一
いつ

防
ぼう

煙
えん

区
く

画
かく

内
ない

が数
すう

室
しつ

に間
ま

仕
じ

切
き

りされている場
ば

合
あい

でも、天
てん

井
じょう

面
めん

に均
きん

等
とう

に配
はい

置
ち

された吸
すい

込
こみ

口
ぐち

からの均
きん

一
いつ

な排
はい

煙
えん

が期
き

待
たい

できる方
ほう

式
しき

である。
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【No. 25】 排
はい

煙
えん

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

ただし、本
ほん

設
せつ

備
び

はR建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

Sの避
ひ

難
なん

安
あん

全
ぜん

検
けん

証
しょう

法
ほう

（区
く

画
かく

、階
かい

、全
ぜん

館
かん

）及
およ

び特
とく

殊
しゅ

な構
こう

造
ぞう

によらないものとする。

91 自
し

然
ぜん

排
はい

煙
えん

の防
ぼう

煙
えん

区
く

画
かく

と機
き

械
かい

排
はい

煙
えん

の防
ぼう

煙
えん

区
く

画
かく

との間
あいだ

は、間
ま

仕
じ

切
きり

区
く

画
かく

とし、垂
た

れ壁
かべ

による区
く

画
かく

とし

てはならない。

92 複
ふく

数
すう

の階
かい

の排
はい

煙
えん

を行
おこな

う排
はい

煙
えん

機
き

の設
せっ

置
ち

位
い

置
ち

は、その排
はい

煙
えん

系
けい

統
とう

の最
さい

上
じょう

部
ぶ

の排
はい

煙
えん

口
こう

よりも高
たか

い位
い

置
ち

とする。

93 排
はい

煙
えん

ダクトは、可
か

燃
ねん

材
ざい

料
りょう

から 10 cm以
い

上
じょう

離
はな

すか、又
また

は厚
あつ

さ 5 cm以
い

上
じょう

の金
きん

属
ぞく

以
い

外
がい

の不
ふ

燃
ねん

材
ざい

料
りょう

で覆
おお

うものとする。

94 電
でん

源
げん

を必
ひつ

要
よう

とする排
はい

煙
えん

設
せつ

備
び

の予
よ

備
び

電
でん

源
げん

は、30 分
ぷん

以
い

上
じょう

継
けい

続
ぞく

して排
はい

煙
えん

設
せつ

備
び

を作
さ

動
どう

させることがで

きる容
よう

量
りょう

以
い

上
じょう

のものとし、かつ、常
じょう

用
よう

の電
でん

源
げん

が断
た

たれた場
ば

合
あい

に自
じ

動
どう

的
てき

に切
き

り替
か

えられるもの

とする。

【No. 26】 上
じょう

水
すい

道
どう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 取
しゅ

水
すい

施
し

設
せつ

は、河
か

川
せん

、湖
こ

沼
しょう

、地
ち

下
か

の水
すい

源
げん

より水
みず

を取
と

り入
い

れ、粗
あら

いごみや砂
すな

を取
と

り除
のぞ

き、導
どう

水
すい

施
し

設
せつ

へ送
おく

り込
こ

む施
し

設
せつ

である。

92 導
どう

水
すい

施
し

設
せつ

は、水
すい

道
どう

法
ほう

に定
さだ

められた水
すい

質
しつ

基
き

準
じゅん

に適
てき

合
ごう

する飲
いん

用
よう

水
すい

を作
つく

るための施
し

設
せつ

である。

93 凝
ぎょう

集
しゅう

池
ち

は、凝
ぎょう

集
しゅう

剤
ざい

と原
げん

水
すい

を混
こん

和
わ

させる混
こん

和
わ

池
ち

、混
こん

和
わ

池
ち

で生
せい

成
せい

した微
び

小
しょう

フロックを大
おお

きく成
せい

長
ちょう

させるフロック形
けい

成
せい

池
ち

から構
こう

成
せい

される。

94 送
そう

水
すい

施
し

設
せつ

の計
けい

画
かく

送
そう

水
すい

量
りょう

は、計
けい

画
かく

6日
にち

最
さい

大
だい

給
きゅう

水
すい

量
りょう

（6年
ねん

を通
つう

じて、6日
にち

の給
きゅう

水
すい

量
りょう

のうち最
もっと

も

多
おお

い量
りょう

）を基
き

準
じゅん

として決
けっ

定
てい

する。

【No. 27】 下
げ

水
すい

道
どう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 合
ごう

流
りゅう

式
しき

の下
げ

水
すい

道
どう

では、降
こう

雨
う

の規
き

模
ぼ

によっては、処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

を経
へ

ない下
げ

水
すい

が公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

に放
ほう

流
りゅう

されることがある。

92 中
ちゅう

継
けい

ポンプ場
じょう

は、下
げ

水
すい

を次
つぎ

のポンプ場
じょう

又
また

は処
しょ

理
り

場
じょう

まで自
し

然
ぜん

流
りゅう

下
か

できない場
ば

合
あい

に、自
し

然
ぜん

流
りゅう

下
か

できる高
たか

さまで揚
よう

水
すい

を行
おこな

う施
し

設
せつ

である。

93 取
とり

付
つけ

管
かん

は、本
ほん

管
かん

の中
ちゅう

心
しん

線
せん

から上
じょう

方
ほう

に取
と

り付
つ

ける。

94 可
か

とう性
せい

の管
かん

きょを布
ふ

設
せつ

する場
ば

合
あい

の基
き

礎
そ

は、管
かん

の変
へん

形
けい

に伴
ともな

って変
へん

形
けい

しないものとする。
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【No. 28】 給
きゅう

水
すい

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 受
じゅ

水
すい

タンクの有
ゆう

効
こう

水
すい

量
りょう

は、6日
にち

予
よ

想
そう

給
きゅう

水
すい

量
りょう

とする。

92 受
じゅ

水
すい

タンクの底
てい

部
ぶ

には吸
すい

込
こ

みピットを設
もう

け、底
てい

面
めん

の勾
こう

配
ばい

はピットに向
む

かって
1
100
程
てい

度
ど

とする。

93 高
こう

置
ち

タンク方
ほう

式
しき

における高
こう

置
ち

タンクの有
ゆう

効
こう

水
すい

量
りょう

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、時
じ

間
かん

最
さい

大
だい

予
よ

想
そう

給
きゅう

水
すい

量
りょう

に 0.5 を

乗
じょう

じた量
りょう

とする。

94 高
こう

置
ち

タンク方
ほう

式
しき

における揚
よう

水
すい

ポンプの揚
よう

水
すい

量
りょう

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、時
じ

間
かん

最
さい

大
だい

予
よ

想
そう

給
きゅう

水
すい

量
りょう

とする。

【No. 29】 給
きゅう

水
すい

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 雑
ざつ

用
よう

水
すい

系
けい

統
とう

がある場
ば

合
あい

、上
じょう

水
すい

配
はい

管
かん

と配
はい

管
かん

材
ざい

料
りょう

を変
か

えるなどして識
しき

別
べつ

できるように考
こう

慮
りょ

する。

92 ウォーターハンマー防
ぼう

止
し

等
とう

のため、給
きゅう

水
すい

管
かん

内
ない

の流
りゅう

速
そく

は 2.0 m/s を超
こ

えないようにする。

93 水
すい

面
めん

より高
たか

い位
い

置
ち

に設
せっ

置
ち

したポンプのキャビテーションを防
ぼう

止
し

するには、吸
すい

込
こ

み揚
よう

程
てい

を小
ちい

さく

する。

94 衛
えい

生
せい

器
き

具
ぐ

の同
どう

時
じ

使
し

用
よう

率
りつ

は、器
き

具
ぐ

数
すう

が増
ふ

えるほど大
おお

きくなる。

【No. 30】 給
きゅう

湯
とう

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 中
ちゅう

央
おう

式
しき

給
きゅう

湯
とう

設
せつ

備
び

の熱
ねつ

源
げん

に使
し

用
よう

する真
しん

空
くう

式
しき

温
おん

水
すい

発
はっ

生
せい

機
き

の運
うん

転
てん

には、ボイラー技
ぎ

士
し

等
とう

の有
ゆう

資
し

格
かく

者
しゃ

が必
ひつ

要
よう

である。

92 中
ちゅう

央
おう

式
しき

給
きゅう

湯
とう

設
せつ

備
び

の循
じゅん

環
かん

ポンプの循
じゅん

環
かん

量
りょう

は、循
じゅん

環
かん

管
かん

路
ろ

の熱
ねつ

損
そん

失
しつ

と許
きょ

容
よう

温
おん

度
ど

降
こう

下
か

により決
けっ

定
てい

す

る。

93 水
みず

優
ゆう

先
せん

吐
と

水
すい

機
き

構
こう

をもつシングルレバー式
しき

混
こん

合
ごう

水
すい

栓
せん

は、レバーの中
ちゅう

央
おう

位
い

置
ち

で湯
ゆ

を吐
と

水
すい

させない

ものである。

94 貯
ちょ

湯
とう

タンクは、脚
きゃく

部
ぶ

までを保
ほ

温
おん

し、熱
ねつ

損
そん

失
しつ

を防
ぼう

止
し

する。
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【No. 31】 排
はい

水
すい

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 階
かい

層
そう

が多
おお

い建
たて

物
もの

の最
さい

下
か

階
かい

の排
はい

水
すい

横
よこ

枝
えだ

管
かん

は、排
はい

水
すい

立
た

て管
かん

に接
せつ

続
ぞく

せず、単
たん

独
どく

で排
はい

水
すい

ますに接
せつ

続
ぞく

す

る。

92 管
かん

径
けい

65 mm以
い

上
じょう

の間
かん

接
せつ

排
はい

水
すい

管
かん

の末
まっ

端
たん

と、間
かん

接
せつ

排
はい

水
すい

口
こう

のあふれ縁
ふち

との排
はい

水
すい

口
こう

空
くう

間
かん

は、最
さい

小
しょう

150 mmとする。

93 トラップ桝
ます

は、50〜100 mmの封
ふう

水
すい

深
しん

を確
かく

保
ほ

できるものとする。

94 排
はい

水
すい

立
た

て管
かん

に対
たい

して 60 度
ど

以
い

下
か

のオフセットの管
かん

径
けい

は、垂
すい

直
ちょく

な排
はい

水
すい

立
た

て管
かん

とみなして決
けっ

定
てい

して

よい。

【No. 32】 排
はい

水
すい

・通
つう

気
き

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 誘
ゆう

導
どう

サイホン作
さ

用
よう

とは、衛
えい

生
せい

器
き

具
ぐ

自
じ

身
しん

の排
はい

水
すい

によって生
しょう

じるサイホン作
さ

用
よう

により、トラップ内
ない

の封
ふう

水
すい

を吸
きゅう

引
いん

することである。

92 通
つう

気
き

立
た

て管
かん

の上
じょう

部
ぶ

は、管
かん

径
けい

を縮
しゅく

小
しょう

せずに延
えん

長
ちょう

し、大
たい

気
き

に開
かい

放
ほう

する。

93 通
つう

気
き

管
かん

どうしを接
せつ

続
ぞく

する場
ば

合
あい

は、その階
かい

における最
さい

高
こう

位
い

の器
き

具
ぐ

のあふれ縁
ふち

より 150 mm以
い

上
じょう

立
た

ち上
あ

げて接
せつ

続
ぞく

する。

94 排
はい

水
すい

立
た

て管
かん

内
ない

では、排
はい

水
すい

に接
せっ

した空
くう

気
き

が誘
ゆう

引
いん

されて下
か

降
こう

し、立
た

て管
かん

底
てい

部
ぶ

は正
せい

圧
あつ

、立
た

て管
かん

上
じょう

部
ぶ

は負
ふ

圧
あつ

となる。

【No. 33】 排
はい

水
すい

槽
そう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 排
はい

水
すい

槽
そう

の清
せい

掃
そう

や維
い

持
じ

管
かん

理
り

がしやすいように、排
はい

水
すい

槽
そう

の近
ちか

くに水
すい

栓
せん

を設
もう

ける。

92 排
はい

水
すい

槽
そう

の貯
ちょ

留
りゅう

時
じ

間
かん

が長
なが

くなるおそれがある場
ば

合
あい

は、一
いっ

定
てい

時
じ

間
かん

を経
けい

過
か

するとタイマーでポンプ

を起
き

動
どう

させる制
せい

御
ぎょ

方
ほう

法
ほう

を考
こう

慮
りょ

する。

93 厨
ちゅう

房
ぼう

の排
はい

水
すい

槽
そう

に使
し

用
よう

する排
はい

水
すい

ポンプは、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、汚
お

物
ぶつ

用
よう

水
すい

中
ちゅう

モーターポンプとする。

94 排
はい

水
すい

槽
そう

の通
つう

気
き

管
かん

は、単
たん

独
どく

で立
た

ち上
あ

げ、最
さい

上
じょう

階
かい

で伸
しん

頂
ちょう

通
つう

気
き

管
かん

に接
せつ

続
ぞく

して大
たい

気
き

に開
かい

放
ほう

する。
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【No. 34】 消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

の消
しょう

火
か

原
げん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 粉
ふん

末
まつ

消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

は、粉
ふん

末
まつ

状
じょう

の消
しょう

火
か

剤
ざい

を放
ほう

射
しゃ

し、燃
ねん

焼
しょう

中
ちゅう

の炎
ほのお

を拡
かく

散
さん

効
こう

果
か

により消
しょう

火
か

するもので

ある。

92 不
ふ

活
かっ

性
せい

ガス消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

は、不
ふ

活
かっ

性
せい

ガスを放
ほう

射
しゃ

し、酸
さん

素
そ

の容
よう

積
せき

比
ひ

を低
てい

下
か

させ、窒
ちっ

息
そく

効
こう

果
か

により消
しょう

火
か

するものである。

93 水
みず

噴
ふん

霧
む

消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

は、水
みず

を霧
きり

状
じょう

に噴
ふん

霧
む

し、噴
ふん

霧
む

水
すい

による冷
れい

却
きゃく

効
こう

果
か

と噴
ふん

霧
む

水
すい

が火
か

炎
えん

に触
ふ

れて発
はっ

生
せい

する水
すい

蒸
じょう

気
き

による窒
ちっ

息
そく

効
こう

果
か

により消
しょう

火
か

するものである。

94 泡
あわ

消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

は、燃
ねん

焼
しょう

物
ぶつ

を泡
あわ

の層
そう

で覆
おお

い、窒
ちっ

息
そく

効
こう

果
か

と冷
れい

却
きゃく

効
こう

果
か

により消
しょう

火
か

するものである。

【No. 35】 ガス設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 都
と

市
し

ガス設
せつ

備
び

の工
こう

事
じ

は、ガス事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

、又
また

はガス事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が認
みと

めた施
せ

工
こう

者
しゃ

が施
せ

工
こう

する。

92 都
と

市
し

ガス本
ほん

支
し

管
かん

から分
ぶん

岐
き

し、需
じゅ

要
よう

家
か

に引
ひ

き込
こ

まれる導
どう

管
かん

のうち、本
ほん

支
し

管
かん

分
ぶん

岐
き

箇
か

所
しょ

から敷
しき

地
ち

境
きょう

界
かい

線
せん

までの導
どう

管
かん

を供
きょう

給
きゅう

管
かん

という。

93 液
えき

化
か

石
せき

油
ゆ

ガス配
はい

管
かん

の気
き

密
みつ

試
し

験
けん

は、空
くう

気
き

又
また

は不
ふ

活
かっ

性
せい

ガスにより圧
あつ

力
りょく

をかけ、漏
ろう

えい検
けん

知
ち

液
えき

や石
せっ

けん液
えき

などを用
もち

いて漏
ろう

えいがないことを確
かく

認
にん

する。

94 液
えき

化
か

石
せき

油
ゆ

ガスのガス漏
も

れ警
けい

報
ほう

器
き

の検
けん

知
ち

部
ぶ

は、ガス機
き

器
き

から水
すい

平
へい

距
きょ

離
り

<m以
い

内
ない

で、かつ検
けん

知
ち

部
ぶ

の上
じょう

端
たん

が床
ゆか

面
めん

より 0.6 m以
い

内
ない

に設
せっ

置
ち

する。

【No. 36】 FRP 製
せい

浄
じょう

化
か

槽
そう

の設
せっ

置
ち

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 浄
じょう

化
か

槽
そう

工
こう

事
じ

を行
おこな

う際
さい

には、浄
じょう

化
か

槽
そう

設
せつ

備
び

士
し

が自
みずか

ら浄
じょう

化
か

槽
そう

工
こう

事
じ

を行
おこな

う場
ば

合
あい

を除
のぞ

き、浄
じょう

化
か

槽
そう

設
せつ

備
び

士
し

に実
じっ

地
ち

で監
かん

督
とく

させて行
おこな

わなければならない。

92 本
ほん

体
たい

の設
せっ

置
ち

は、本
ほん

体
たい

の損
そん

傷
しょう

防
ぼう

止
し

や水
すい

平
へい

の調
ちょう

整
せい

のため、砂
じゃ

利
り

地
じ

業
ぎょう

の後
あと

に山
やま

砂
ずな

を適
てき

度
ど

な厚
あつ

さに敷
し

き均
なら

し、据
す

え付
つ

ける。

93 埋
うめ

戻
もど

しは良
りょう

質
しつ

土
ど

で行
おこな

うものとし、周
しゅう

囲
い

を数
すう

回
かい

に分
わ

けて均
きん

等
とう

に突
つ

き固
かた

め、水
みず

締
じ

めを行
おこな

う。

94 雨
う

水
すい

の槽
そう

内
ない

浸
しん

入
にゅう

防
ぼう

止
し

や槽
そう

の浮
ふ

上
じょう

防
ぼう

止
し

のため、上
じょう

部
ぶ

スラブコンクリートを打
う

つ。
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【No. 37】 合
がっ

併
ぺい

処
しょ

理
り

浄
じょう

化
か

槽
そう

において、流
りゅう

入
にゅう

水
すい

が下
か

表
ひょう

のとおりでBOD除
じょ

去
きょ

率
りつ

が 95 ％の場
ば

合
あい

に、放
ほう

流
りゅう

水
すい

のBOD濃
のう

度
ど

として適
てき

当
とう

なものはどれか。

流
りゅう

入
にゅう

水
すい

の種
しゅ

類
るい

水
すい

量
りょう

［m3/日
にち

］ BOD濃
のう

度
ど

［mg/L］

汚
お

水
すい

: 260

雑
ざっ

排
ぱい

水
すい

T 180

91 10 mg/L

92 20 mg/L

93 40 mg/L

94 80 mg/L
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.38 から No.44 までの 7問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください｡

【No. 38】 冷
れい

凍
とう

機
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 遠
えん

心
しん

冷
れい

凍
とう

機
き

は、低
てい

圧
あつ

冷
れい

媒
ばい

又
また

は高
こう

圧
あつ

冷
れい

媒
ばい

を使
し

用
よう

する機
き

種
しゅ

があり、低
てい

圧
あつ

冷
れい

媒
ばい

を使
し

用
よう

する機
き

種
しゅ

は、

R高
こう

圧
あつ

ガス保
ほ

安
あん

法
ほう

Sの適
てき

用
よう

を受
う

けない。

92 二
に

重
じゅう

効
こう

用
よう

の直
じか

だき吸
きゅう

収
しゅう

冷
れい

温
おん

水
すい

機
き

は、高
こう

温
おん

再
さい

生
せい

機
き

内
ない

の圧
あつ

力
りょく

が大
たい

気
き

圧
あつ

より高
たか

くなるので、ボイ

ラー関
かん

係
けい

法
ほう

規
き

の適
てき

用
よう

を受
う

ける。

93 遠
えん

心
しん

冷
れい

凍
とう

機
き

の容
よう

量
りょう

制
せい

御
ぎょ

で吸
すい

込
こ

みベーン制
せい

御
ぎょ

を行
おこな

う場
ば

合
あい

、より低
ひく

い冷
れい

凍
とう

能
のう

力
りょく

まで運
うん

転
てん

可
か

能
のう

にす

るためにホットガスバイパス制
せい

御
ぎょ

を設
もう

ける。

94 スクリュー圧
あっ

縮
しゅく

機
き

は、高
たか

い圧
あっ

縮
しゅく

比
ひ

に向
む

いており、空
くう

気
き

熱
ねつ

源
げん

ヒートポンプ用
よう

として用
もち

いられて

いる。

【No. 39】 送
そう

風
ふう

機
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 斜
しゃ

流
りゅう

送
そう

風
ふう

機
き

は、小
こ

型
がた

の割
わり

に取
と

り扱
あつか

う風
ふう

量
りょう

が大
おお

きく、静
せい

圧
あつ

は、200〜 400 Pa 程
てい

度
ど

で使
し

用
よう

される。

92 軸
じく

流
りゅう

送
そう

風
ふう

機
き

であるプロペラ送
そう

風
ふう

機
き

は、ケーシングと案
あん

内
ない

羽
ば

根
ね

をもち、静
せい

圧
あつ

400 Pa 以
い

上
じょう

で使
し

用
よう

される。

93 横
おう

流
りゅう

送
そう

風
ふう

機
き

は、ルームエアコン、ファンコイルユニット、エアカーテン等
とう

の送
そう

風
ふう

用
よう

に用
もち

いら

れる。

94 後
あと

向
む

き羽
ば

根
ね

送
そう

風
ふう

機
き

は、多
た

翼
よく

送
そう

風
ふう

機
き

に比
くら

べ、高
こう

速
そく

回
かい

転
てん

が可
か

能
のう

であり、静
せい

圧
あつ

は、2,000 〜 3,000 Pa

程
てい

度
ど

で使
し

用
よう

される。

【No. 40】 保
ほ

温
おん

及
およ

び保
ほ

冷
れい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 同
おな

じ材
ざい

料
りょう

の保
ほ

温
おん

材
ざい

でも、密
みつ

度
ど

によって熱
ねつ

伝
でん

導
どう

率
りつ

は変
へん

化
か

する。

92 JIS A 0202（断
だん

熱
ねつ

用
よう

語
ご

）において、保
ほ

温
おん

とは常
じょう

温
おん

以
い

上
じょう

、約
やく

1000 ℃以
い

下
か

の物
ぶっ

体
たい

を被
ひ

覆
ふく

し熱
ねつ

放
ほう

散
さん

を少
すく

なくすること、又
また

は被
ひ

覆
ふく

後
ご

の表
ひょう

面
めん

温
おん

度
ど

を低
てい

下
か

させることを行
おこな

うことをいう。

93 JIS A 0202（断
だん

熱
ねつ

用
よう

語
ご

）において、保
ほ

冷
れい

とは常
じょう

温
おん

以
い

下
か

の物
ぶっ

体
たい

を被
ひ

覆
ふく

し、侵
しん

入
にゅう

熱
ねつ

量
りょう

を小
ちい

さく

すること。又
また

は、被
ひ

覆
ふく

後
ご

の表
ひょう

面
めん

温
おん

度
ど

を露
ろ

点
てん

温
おん

度
ど

以
い

上
じょう

とし、表
ひょう

面
めん

に結
けつ

露
ろ

を生
しょう

じさせないことを

いう。

94 グラスウール保
ほ

温
おん

材
ざい

には、板
いた

状
じょう

又
また

は筒
つつ

状
じょう

に発
はっ

泡
ぽう

成
せい

形
けい

したものや、板
いた

状
じょう

又
また

はシート状
じょう

に発
はっ

泡
ぽう

した後
あと

に筒
つつ

状
じょう

に加
か

工
こう

したものがある。
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【No. 41】 配
はい

管
かん

材
ざい

料
りょう

及
およ

び配
はい

管
かん

付
ふ

属
ぞく

品
ひん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 架
か

橋
きょう

ポリエチレン管
かん

は、給
きゅう

水
すい

管
かん

と給
きゅう

湯
とう

管
かん

のどちらにも使
し

用
よう

できる規
き

格
かく

のものがある。

92 圧
あつ

力
りょく

配
はい

管
かん

用
よう

炭
たん

素
そ

鋼
こう

鋼
こう

管
かん

は、R呼
よ

び径
けい

SとRスケジュール番
ばん

号
ごう

Sにより区
く

分
ぶん

される。

93 フレキシブルジョイントは、配
はい

管
かん

の伸
しん

縮
しゅく

を吸
きゅう

収
しゅう

することにも適
てき

している。

94 水
すい

道
どう

用
よう

硬
こう

質
しつ

ポリ塩
えん

化
か

ビニル管
かん

の設
せっ

計
けい

圧
あつ

力
りょく

の上
じょう

限
げん

は、1.0 MPa である。

【No. 42】 ダクト及
およ

びダクト附
ふ

属
ぞく

品
ひん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 定
てい

風
ふう

量
りょう

ユニット（CAV）は、上
じょう

流
りゅう

側
がわ

の圧
あつ

力
りょく

が変
へん

動
どう

する場
ば

合
あい

でも、風
ふう

量
りょう

を一
いっ

定
てい

に保
たも

つ機
き

能
のう

を

持
も

っている。

92 グラスウール製
せい

ダクトは、ダクト内
ない

温
おん

度
ど

が 70 ℃以
い

下
か

の範
はん

囲
い

で使
し

用
よう

する。

93 幅
はば

又
また

は高
たか

さが 450 mmを超
こ

えるダクトで保
ほ

温
おん

を施
ほどこ

さないものには、450 mm以
い

下
か

のピッチで補
ほ

強
きょう

リブを設
もう

ける。

94 たわみ継
つぎ

手
て

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、二
に

重
じゅう

にした繊
せん

維
い

系
けい

クロスの間
あいだ

に補
ほ

強
きょう

用
よう

のピアノ線
せん

が挿
そう

入
にゅう

されたも

のが使
し

用
よう

される。

【No. 43】 R公
こう

共
きょう

工
こう

事
じ

標
ひょう

準
じゅん

請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

約
やっ

款
かん

Sに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

91 受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

は、設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

において監
かん

督
とく

員
いん

の立
たち

会
あ

いの上
うえ

施
せ

工
こう

するものと指
し

定
てい

された工
こう

事
じ

については、

当
とう

該
がい

立
たち

会
あ

いを受
う

けて施
せ

工
こう

しなければならない。

92 主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

は、現
げん

場
ば

代
だい

理
り

人
にん

を兼
か

ねることができるが、専
せん

門
もん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

を兼
か

ねることはできない。

93 受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

は、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

内
ない

に搬
はん

入
にゅう

した工
こう

事
じ

材
ざい

料
りょう

を監
かん

督
とく

員
いん

の承
しょう

諾
だく

を受
う

けないで工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

外
がい

に搬
はん

出
しゅつ

してはならない。

94 受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

は、工
こう

事
じ

目
もく

的
てき

物
ぶつ

及
およ

び工
こう

事
じ

材
ざい

料
りょう

等
とう

を設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に定
さだ

めるところにより火
か

災
さい

保
ほ

険
けん

、建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

保
ほ

険
けん

その他
た

の保
ほ

険
けん

に付
ふ

さなければならない。
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【No. 44】 設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に記
き

載
さい

するR配
はい

管
かん

材
ざい

料
りょう

SとそのR記
き

号
ごう

（規
き

格
かく

）Sの組
くみ

合
あわ

せのうち、

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

［配
はい

管
かん

材
ざい

料
りょう

］ ［記
き

号
ごう

（規
き

格
かく

）］

91 排
はい

水
すい

用
よう

硬
こう

質
しつ

塩
えん

化
か

ビニルライニング鋼
こう

管
かん

SGP-VD（JWWA）

92 リサイクル硬
こう

質
しつ

ポリ塩
えん

化
か

ビニル三
さん

層
そう

管
かん

RS-VU（JIS）

93 水
すい

道
どう

用
よう

硬
こう

質
しつ

ポリ塩
えん

化
か

ビニル管
かん

VP、HIVP（JIS）

94 水
すい

道
どう

用
よう

硬
こう

質
しつ

塩
えん

化
か

ビニルライニング鋼
こう

管
かん

（黒
くろ

） SGP-VA（JWWA）
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